
「目覚ましの ベルはまだかと 起きて待つ」 

丙申名物「七福神」詣でのご利益待ちかねま

した 

平成丙申正月５日。早稲田からそう遠くない「神楽坂」善国寺・毘沙門天様へ、我が「練馬稲門会」の

善男善女が集まりました。「歴史ウォーキング」メンバーなど４３人。「三日前から早起きしていた」と

いう人もいて、大賑わい。ご報告は会員の渡辺元哉さん（４４年卒政経）が年末年始に集めて戴いた「川

柳」を戴いて楽しくやります。 

◆起きたけど 寝るまで特に 用はなし 

吾輩もそうなんであります。寝なくていイイジャンと言いながら「睡眠導入剤」を４っに割っておまじ

ない。昨晩も飲んでずーつと起きてました。「用」が無いのに忙しがる妙なクセ。皆働いたんだ。 

これだけの「お年寄り」が集まると大変な「圧力」。初詣にきた方々も

一体何の「団体さん？」と首をかしげていました。 

どうだ！ワセダダー。 

◆まだ生きる つもりで集まる 稲門会 



 

 

◆お辞儀して 共によろける クラス会 

正午に集合、皆さん時間は正確。ただいつもの「やや遅れ」がいることはいました。これも「恒例」。 

歩き始めると大変な行列。次の目的は「大黒さん」。大久保通りを新宿に向けて進みます 

ここで名物「江戸小唄」 

◆初詣 

年増盛りの初丙申参り 忍ぶ頭巾のつい見知られて 地味な小袖の隠し裏 

こぼれ松葉の幾千代も 離れぬ仲の楽しみは 太平楽で世を送る  

おい よいことの よいことの・・・・ 

◆七福神（二上がり） 

そもそもわれらは 西の宮の夷三郎左衛門の尉 

色の黒いは大黒天よ  

長い頭巾かぶって 老い楽姿の御爺さん 

誰じゃ誰じゃ 言わずと知れた寿老人 顔の長いは福禄寿 

布袋は土仏 その中に 

美しいのは弁財天女と褒めたれば そこで毘沙門腹を立て 

なぜ褒めた なぜ褒めた 



七福神のその中で 弁天一人をなぜ褒めた 

とも言うのも野暮かいな 笑う門には福来る。 

◆腹八分 残した二分で薬飲む 

二番目の「大黒様」に向かってやや速足。中盤で足並みを見守っていた仲山典美幹事から「少しゆっく

り」との携帯を使っての連絡。見れば、総延長は１００メートル近い。先頭の旗を高く上げて「少しお

休み！」 

歩きながらの会話も楽しい。話題は「健康」。幹事の増田富一さんは「腰がいてー」。 

◆無病では 話題に困る 老人会 

大久保通りに面した「経王寺」・大黒さんは脇本堂にお出まし。色紙に「朱印」を戴くと３００円。並ん

でやっとご朱印を戴きましたが、境内は初詣の参拝人で満員盛況。 

「七福」とは、「寿命」「有福」「人望」「清廉」「愛嬌」「威光」「大量」。 

◆年上が タイプだけれど もういない 

江戸小唄「そよ風に 誘われて 脛（はぎ）も顕わに寝乱れて ヨイヨイヨイヤサ」 

歩き始めると結構坂が多い。警視庁「第８機動隊」のいかめしい門構を右にやっと「抜け弁天」の厳島

神社へ。弁天様は水の神様。インドのご出身で、この辺りは新宿を見渡せる高台。 

◆厚化粧 笑う亭主は 薄毛症  

「ここはいつか来たことがある」と鈴木圭三郎さん。そうなんです、昔は「歴史」ハイキング部と 



言っていました。先輩方が工夫して「七福神詣で」をしました。年ほど前に、先輩方が歩いたところで

す。「ウォーキング」と「歴史」を」くっつけて今のサークルへ。 

◆誕生日 ローソク吹いて 立ちくらみ 

歩きながら唱えるお題目。仁王経の文句で「七難即滅・七福即生」ありがたいことです。 

この辺りは、神様は立てこんでい

らっしゃる。弁財天、寿老人、福

禄寿さまです。それぞれ江戸時代

からの名刹に祀られていますが、

交通の要衝。 

 弁天様いらっしゃる「厳島神社」

は、近くの「西向天神」さまが管

理しています。 

寿老人は春時山法善寺、福禄寿様

は大久保山永福寺です。 

まことに「お目出度い」ことです。 

 

 



 

◆聴きとれず 隣に習って うそ笑い 

◆何処で見る 東京五輪 天か地か 

ここまで来ると新宿も近い。余丁、富久町はあのバブル騒ぎで全国的に有名になったところ。

「地上げ屋が、スーツケースに現金を詰めて買いまくった。古くからの「町」は虫食いだら

けの町に。あの騒ぎは何処に消えたのか。変わって高層ビルが林立。神様はエレベーターを

使うのかしら？。 

 



この辺りは、名にしおう「山吹の郷」あの太田道灌がにわかの村雨に会い雨具を断られた所

と言う説も。我が博学の八巻孝夫先生は「伝説です」と一蹴しました。でも「七重八重 花

は咲けども山吹の・・・」の伝説は楽しい。 

◆大事なら しまうな二度と 出てこない 

いつも家を出るのが大変なのはお互い様。まず家じゅうを回って「指さし点子。ガスは切ったか？ハイ

大丈夫。台所のカギはかけたか？ハイ。二階の窓は？ハイ・・・オーライ」 

それでもアッ「財布忘れた」「パスモが無い」「携帯忘れた」と３回はヤル。今日も同じ。 

◆脳のしわ 顔に出てると 孫がいい 

さあ最後の御参りは近い。 

これが傑作なんです。 

◆マイナンバー ナンマイダー と聞き違い 
東新宿の「恵比寿」さま、太宗時の「布袋様」を拝んで遂に１万３前歩を歩き切りました。２丁目のラ

ブホテル街で、目をみはり、声を出して「マイナンバー・・・」いや「ナンマイダー」「ナンマイダー」 

今年も「七福神」さまは練馬稲門会の皆様にご利益を下さるでしょう。 

２次会は新宿駅西口の「魚・一丁」。 



どんな一年になるのか、世の中は騒乱近しの空気。イヤダネー「ナンマイダー」 

 

 

 

午後３時半「新宿太宗寺の布袋様」で七福神様参りはお終い。４３名が歩き切りました。 

次は「梅見」の計画が。春もまじかです。皆様お元気で。 

（文責・加藤、写真協力岡田、川柳選び渡辺） 


